
認知症初期集中支援チーム検討委員会について 

安城市高齢福祉課 

１ 認知症初期集中支援チーム 

  複数の専門職が家族の訴え等により認知症の（疑われる）人およびその家族を

訪問し、アセスメントや家族支援等の初期（初動）の支援を包括的・集中的（概

ね６ヶ月以内）に行い、自立生活のサポートを行うことを目的とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料３－１ 

認知症初期集中支援のイメージ 

(認知症初期集中支援チーム員テキストより) 

認知症初期集中支援チーム 



２ 認知症初期集中支援チーム検討委員会 

検討委員会は、支援チームの設置や活動状況について検討し、当該活動を行う

地域の関係機関等と一体的に事業を推進していくための合意形成の場となる。 

 

３ 開催時期 

 原則として、年２回（年度当初、年度途中）を目安として地域ケア推進会議の

終了後に開催。 

 

４ 委員会の構成メンバー 

  地域ケア推進会議のメンバーおよび認知症地域支援推進員１名。 

（１）委員会メンバー 

認知症初期集中支援チーム員研修テキストより、委員会のメンバーは、①医

療・保健・福祉に携わる職能団体（医師、歯科医師、薬剤師、看護師、介護支

援専門員、機能訓練指導員等）、②医療・保健・福祉以外の地域の社会的資源

や地域における相談事業等を担う関係者、③認知症ケアに関する学識経験者で

構成。委員会には会長を置き、構成員の互選により選任する。 

ア 医療関係者･･･医師会２名、歯科医師会２名、薬剤師会２名、病院部会２名 

イ 介護関係者…施設部会２名、訪看ネット２名、リハビリネット２名、ケアマ

ネット２名、デイネット２名、ヘルパーネット２名、グループ

ホーム部会２名、小規模多機能部会１名 

ウ 福祉関係者…保健福祉部会２名、認知症地域支援推進員１名 

エ 被保険者代表･･･地域支援部会２名、住まい部会１名 

 


